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7)PNLにより胸水を起 こした難治性腎結石
の1例

森下 英美 凍 村 義彦 (悪漂蛮義軍病院)

鳥居 暫 く莞晶 寅 病 院)

中嶋 祐- (県立 小 出病院)

症例は41歳女性で,両側腎結石を有するが,ESIVLや

TUL で破壊されないたれ 1994年10月26日石腎結石iこ

対して PNS+PNL を行った.その後11月1日にも PNL

を行ったが,結石は硬 く砕石iこ手間どり,2時間40分か

かった.出血もあく･),血清丁′しブミン5単位.PRC 5

単位を投与した.帰室後全身状態良好で特に問頓はなかっ

たが,11月2日午前 0時頃より前胸部違和感がもられ

その後棒痛が.LiJJ現 した.午前7時頃には増加Lてきたた

め,胸部 Ⅹ-P を撮 り,右胸水の診断となった.午前8

時胸部外科医師より右胸腔 ドし十一一ジを行ってもらし､,

1.800mlの沌血性液を吸引 ･排出 した.そL.･T)後症1出土

軽快 し11月4日には胸腔 ドし-ンも抜去 し.経過は順調

でめ一-､た.
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